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※全国を9つ（北海道、東北、東京、中部、北陸、関西、中国、四国、九州）に分け、各地域の電力事業を民間の電力事業者が運営。1972年に沖縄電力が設立され10電力体制となった。
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と
は
い
え
、
日
本
で
は
〝
ス
イ
ッ
チ
を

押
せ
ば
電
気
が
つ
く
〞。
そ
れ
が
当
た
り
前

の
生
活
だ
。
し
か
し
こ
こ
で
知
っ
て
ほ
し

い
の
が
、
世
界
に
は
、
電
力
が
行
き
届
い

て
い
な
い
人
が
４
分
の
１
も
い
る
と
い
う

現
実
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
開
発
途
上
国

で
暮
ら
す
人
々
だ
。

　
こ
の
数
年
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の

新
興
国
を
中
心
に
経
済
成
長
が
加
速
し
、

電
力
需
要
は
増
え
る
一
方
。
発
電
所
、
送

配
電
線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
つ

か
ず
、
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
で
き

る
技
術
者
な
ど
も
育
っ
て
い
な
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
は
国
の
発
展

の
カ
ギ
で
あ
り
、
社
会
に
も
た
ら
さ
れ
る

〝
光
〞
は
、
そ
こ
で
生
き
る
人
々
の
希
望
の

象
徴
―
。
そ
れ
は
途
上
国
政
府
も
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る

に
は
、
莫
大
な
時
間
と
費
用
、
高
度
な
技

術
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
各
国
は
、
国

際
社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
地
道
に
歩

み
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
も
日
本
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
国
際
協
力
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
一
部
を

途
上
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
日
本
。
私
た

ち
の
〝
光
〞
の
あ
る
生
活
は
途
上
国
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
は
、
当
然
の
責
務
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
高
度
経
済
成

長
期
の
電
力
需
要
の
急
増
に
官
民
の
力
で
乗
り

越
え
、
１
９
７
０
年
代
の
石
油
危
機
以
降
は
、

国
を
挙
げ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
の
経
験
に
基
づ
く
技
術
力
の
高
さ

が
、
途
上
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の
改
善
に
一

役
買
っ
て
い
る
。

　
た
だ
や
み
く
も
に
、
設
備
を
つ
く
れ
ば
い
い

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
協
力
の

柱
と
し
て
い
る
の
が
「
３
Ｌ 

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ
」。

そ
れ
は
、
コ
ス
ト
削
減
（
Ｌ
ｏ
ｗ
Ｃ
ｏ
ｓ
ｔ
）、

二
酸
化
炭
素
の
削
減（
Ｌ
ｏ
ｗ 

Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ
）、

リ
ス
ク
の
低
減
（
Ｌ
ｏ
ｗ 

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ
）
を
視
野

に
入
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
だ
。
こ
れ
ら
す
べ

て
を
す
ぐ
に
達
成
す
る
こ
と
は
実
に
困
難
だ

が
、
各
国
の
事
情
を
踏
ま
え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

か
ら
人
材
育
成
ま
で
、
包
括
的
な
支
援
を
進
め

て
い
る
。

　
世
界
が
共
に
成
長
し
、
発
展
し
て
い
く
た
め

に
―
。
す
べ
て
の
人
々
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
届
く

よ
う
、途
上
国
の
現
場
で
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。
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生
活
に
光
の
な
い

開
発
途
上
国

日
本
の
技
術
力
と
経
験
を

途
上
国
に
伝
え
る
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目
覚
め
の
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
、
電
車
や

バ
ス
で
の
通
勤
・
通
学
、
オ
フ
ィ
ス
で
の

パ
ソ
コ
ン
作
業
、
夜
道
の
助
け
と
な
る
街

灯
…
。
一
日
を
通
じ
て
、
何
を
す
る
に
も

必
要
な
の
が
〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞。
私
た
ち

の
生
活
を
照
ら
す
光
と
な
り
、
モ
ノ
を
動

か
す
力
に
も
な
る
。
も
は
や
人
間
の
生
活

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
し
で
は
成
り
立
た
な

い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
し
か
し
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然
に
生

み
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
先
人
は
ま

き
で
火
を
お
こ
し
、
風
や
水
、
さ
ら
に
そ

の
土
地
に
眠
る
資
源
な
ど
を
駆
使
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
方
法
を
模
索
し
て

き
た
。　
そ
し
て
今
、
世
界
全
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
約
１
２
０
億
ト
ン
（
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
石
油
換
算
：
２
０
１
０

年
）。
約
半
世
紀
の
間
に
、
な
ん
と
３
倍

以
上
に
も
増
え
て
い
る
。
そ
う
、
文
明
が

発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
経
済
が
活
発
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
よ
り
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
使
い
続
け
る
と
、

石
油
、
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
は
あ
と
数

十
年
で
底
を
つ
い
て
し
ま
う
―
。
私
た
ち

は
今
、
い
か
に
効
率
的
に
、
環
境
に
負
荷

の
か
か
ら
な
い
形
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保

す
る
か
を
考
え
る
べ
き
時
に
き
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
が

足
り
な
い
！？
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ケニアで日本企業の機材を導入し地熱発電を推進

経済成長著しいインドの送電線

特 集  エネルギー

編集協力：一般財団法人日本エネルギー経済研究所

世界のエネルギー資源　

私たちの生活に必要不可欠なエネルギー。
しかし、世界ではいまだ４分の１の人に電力が届いていないという現実がある。
世界が共に成長し、明るい未来をつくるためにエネルギーとどう向き合っていくべきか。
今ここで、立ち止まって考えてみたい。 未来を照らす力

なくなるまで
あと何年！？

出典：アジア／世界エネルギー
アウトルック2012

※石油、石炭、天然ガス、ウラン、水
力、太陽光、地熱など、自然から直
接得られるエネルギーのこと。これを
変換・加工して得られる電気・ガソリ
ン・都市ガスなどは二次エネルギー。
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は水力が逆転します。そして60年代にまた
石炭に戻り、その後、石油に移行。今日は、
石炭、原子力、天然ガスを主な資源として
電力供給を行っています。
　戦後につくられた9電力体制※は、世界
的に見ても珍しい枠組みです。日本の電力
事業の成功のカギは、このように民間が主
導で進めてきたことにあります。表向きはG
HQの指示だったようですが、コンセプト自
体はその何年も前に、日本人により提案さ
れていました。つまり9電力体制は、日本の
電力体制から生まれてきたものだと言えま
す。電力不足や公害問題などの困難に見舞
われながらも、石油危機まで各電力会社が
パフォーマンスを高めるために工夫を重ね、
それが互いの刺激となって良いサービスが
生まれました。

京電力の前身である東京電燈株式
会社が設立されたのは1883年（明

治16年）。日本で第一号目となる電力会社
で、その4年後に本格的に事業を開始しま
した。一方、ニューヨークとロンドンでは、
世界初の石炭火力発電所が82年に完成。
近代的な発電技術が発達してきたのがこ
の時期で、日本は開国後に世界の技術革
新に急速に追いつきました。
　日本も火力発電からのスタートでした。
しばらくは石炭が主流でしたが、1912年に

東

日本のエネルギーの歩み
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商学研究科

橘川 武郎教授

　日本の電力セクターの強みは、発電所な
どの設備というよりも、電力の系統運用能
力ではないでしょうか。電力を安定供給し、
停電も少なく、もし起こったとしても復旧が
早いー。かゆいところに手が届く、それが日
本のサービスです。50年後の世界を見据え
て、エネルギーとどう向き合っていくか。途
上国とも協力しながら考える時代にきてい
ます。
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経済成長著しいインドの送電線

特 集  エネルギー

編集協力：一般財団法人日本エネルギー経済研究所

世界のエネルギー資源　

私たちの生活に必要不可欠なエネルギー。
しかし、世界ではいまだ４分の１の人に電力が届いていないという現実がある。
世界が共に成長し、明るい未来をつくるためにエネルギーとどう向き合っていくべきか。
今ここで、立ち止まって考えてみたい。 未来を照らす力

なくなるまで
あと何年！？

出典：アジア／世界エネルギー
アウトルック2012

※石油、石炭、天然ガス、ウラン、水
力、太陽光、地熱など、自然から直
接得られるエネルギーのこと。これを
変換・加工して得られる電気・ガソリ
ン・都市ガスなどは二次エネルギー。

■世界の一次エネルギー※
　消費量
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は水力が逆転します。そして60年代にまた
石炭に戻り、その後、石油に移行。今日は、
石炭、原子力、天然ガスを主な資源として
電力供給を行っています。
　戦後につくられた9電力体制※は、世界
的に見ても珍しい枠組みです。日本の電力
事業の成功のカギは、このように民間が主
導で進めてきたことにあります。表向きはG
HQの指示だったようですが、コンセプト自
体はその何年も前に、日本人により提案さ
れていました。つまり9電力体制は、日本の
電力体制から生まれてきたものだと言えま
す。電力不足や公害問題などの困難に見舞
われながらも、石油危機まで各電力会社が
パフォーマンスを高めるために工夫を重ね、
それが互いの刺激となって良いサービスが
生まれました。

京電力の前身である東京電燈株式
会社が設立されたのは1883年（明

治16年）。日本で第一号目となる電力会社
で、その4年後に本格的に事業を開始しま
した。一方、ニューヨークとロンドンでは、
世界初の石炭火力発電所が82年に完成。
近代的な発電技術が発達してきたのがこ
の時期で、日本は開国後に世界の技術革
新に急速に追いつきました。
　日本も火力発電からのスタートでした。
しばらくは石炭が主流でしたが、1912年に

東

日本のエネルギーの歩み

石油

特集 エネルギー
未来を照らす力

一橋大学大学院
商学研究科

橘川 武郎教授

　日本の電力セクターの強みは、発電所な
どの設備というよりも、電力の系統運用能
力ではないでしょうか。電力を安定供給し、
停電も少なく、もし起こったとしても復旧が
早いー。かゆいところに手が届く、それが日
本のサービスです。50年後の世界を見据え
て、エネルギーとどう向き合っていくか。途
上国とも協力しながら考える時代にきてい
ます。
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エジプトの砂漠に吹く風を利用した風力発電
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ナミビアの国立公園に設置された
送電線。開発途上国では、都市か
ら地方まで、すべての人に電力を
届けるべく、さまざまなドラマが繰
り広げられている


